
令和６年度 地域学校協働活動推進事業 実施要領 
 
１ 事業の目的 
    「夢育」の推進のためには、地域と学校が子どもを取り巻く課題に応じた目標を設
定し、その課題解決に取り組む「連携・協働」型の活動を推進していく必要がある。
地域学校協働活動アドバイザーによる伴走支援や地域学校協働活動推進員に対する財
政支援を行うことで、地域学校協働活動の一層の充実と地域学校協働本部の整備率向
上を図る。 

 
２ 事業の内容 
    令和６年度 地域学校協働活動推進事業は、次の（１）～（２）による事業とする。 
 （１）地域学校協働活動アドバイザー派遣事業 

（内容については、別紙１のとおり） 
    
 （２）県立学校における地域学校協働活動推進員配置事業 

    （内容については、別紙２のとおり） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Administrator
テキストボックス
１



別紙１ 
 

地域学校協働活動アドバイザー派遣事業 
 
１ 事業の目的 
   「夢育」の推進のためには、地域と学校が子どもを取り巻く課題に応じた目標を

設定し、その課題解決に取り組む「連携・協働」型の活動を推進していく必要があ
る。地域学校協働活動アドバイザー（以下「アドバイザー」という。）による伴走支
援を行うことで、地域学校協働活動の一層の充実と地域学校協働本部の整備率向上
を図る。 

 
２ 事業の内容 
 （１）依頼派遣（市町村（組合）教育委員会、県立学校からの依頼による派遣） 
   【内容】 

地域学校協働本部を整備しようとしている又は整備済みでその機能を充実し
ようとしている市町村（組合）教育委員会及び県立学校関係者への説明・助言
を行う。 

 
   【依頼元】 
     アドバイザーの派遣依頼は市町村（組合）教育委員会からとする。県立学校

については、学校長から申し込む。 
     なお、市町村（組合）教育委員会以外の団体等の事業においてアドバイザー

の派遣を希望する場合は、当該事業を市町村（組合）教育委員会と共催で実施
することを条件とする。 

 
【市町村（組合）立学校への派遣】 

市町村（組合）立学校へのアドバイザーの派遣については、市町村（組合）教
育委員会の伴走支援の下実施する。 

 
【派遣回数】 

アドバイザーの派遣回数は同一の市町村（組合）教育委員会及び県立学校と
もに３回を上限とする。ただし、希望する市町村（組合）教育委員会及び県立学
校の状況によっては、上限を超えて派遣する場合がある。 

 
【費用負担】 

アドバイザーの派遣に係る謝金及び旅費は、岡山県教育委員会が負担する。 
 

（活用場面例） 
・地域学校協働本部を整備しようとする学校の教職員及び地域関係者へ説明す
る。 

・地域学校協働活動推進の実施手法を市町村（組合）教育委員会とアドバイザ
ーで計画を立てる。 

・アドバイザーが管内の地域学校協働活動推進員や地域コーディネーター等の
研修会の講師を務める。 等 

 
 （２）プッシュ型派遣（積極的派遣） 

【内容】 
岡山県教育委員会は、地域学校協働本部の整備が進んでいない市町村や県立

学校及び地域学校協働活動が充実していない市町村や県立学校に対し、整備や
活動の充実に向けたコンサルティング等を行うためアドバイザーを市町村（組
合）教育委員会又は県立学校へ計画的に派遣する。 
 

   【派遣先】 
     地域学校協働本部の整備が進んでいない市町村（組合）教育委員会や県立学

校、または地域学校協働活動が充実していない市町村（組合）教育委員会や県
立学校を対象とし、岡山県教育委員会が選定する。 
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【費用負担】 
アドバイザーの派遣に係る謝金及び旅費は、岡山県教育委員会が負担する。 

 
３ 実施期間 
（１）依頼派遣（教育委員会、県立学校からの依頼による派遣） 
   受付期間 令和６年４月１５日（月）～令和７年１月３１日（金） 
   派遣期間 令和６年５月 １日（水）～令和７年２月２８日（金）の原則火曜

日、水曜日、木曜日。 
    
（２）プッシュ型派遣（積極的派遣） 
   実施期間 令和６年５月 １日（水）～令和７年２月２８日（金）の原則火曜

日、水曜日、木曜日。 
 
４ 申込方法（依頼派遣のみ） 
 （１）岡山県教育庁生涯学習課ホームページ内の岡山県地域学校協働活動アドバイザ

ー派遣「申込様式」をダウンロードする。 
    ＵＲＬ https://www.pref.okayama.jp/page/900283.html 
 
 （２）「申込様式」に必要事項を記入の上、岡山県教育庁生涯学習課（syogai@pref.oka 

yama.lg.jp）へメールで送付する。 
 
 
５ 事業終了までの流れ（依頼派遣のみ） 
（１）【実施前（派遣決定前）】 
   派遣を希望する市町村（組合）教育委員会は、派遣を希望する日の１ヶ月前まで

に「申込様式」を岡山県教育庁生涯学習課へ提出する。岡山県教育庁生涯学習課
は、申込内容をもとに審査を行い、派遣の可否を当該教育委員会等に連絡する。 
 

 （２）【実施前（派遣決定後）】 
    派遣が決定した市町村（組合）教育委員会等は、研修会等の開催要項または説

明・助言を受けたい内容を明記した書類等を作成し、派遣実施日の１週間前まで
に岡山県教育庁生涯学習課に提出する。 

 
 （３）【実施当日】 
    当該市町村（組合）教育委員会等は、研修会等を実施するとともに、別紙「参

加者アンケート」を実施する。 
 
 （４）【実施後】 
    当該市町村（組合）教育委員会等は研修会等実施後１ヶ月以内に「参加者アン

ケート」を岡山県教育庁生涯学習課に提出する。 
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地域学校協働活動アドバイザー派遣事業 

令和６年度 地域学校協働活動アドバイザー派遣（依頼派遣）申込様式 

 

申請日 令和  年  月  日 

１ 申込市町村・学校名  

２ １の住所 
〒   －     

 

３ 代表者役職・氏名  

４ 
担当者所属・ 

役職・氏名 

 

５ 担当者電話番号 （    ）    － 

６ 担当者メールアドレス           ＠ 

７ 研修会等名称  

８ 実施場所（会場名）  

９ ８の住所  

10 参加対象者  

11 参加予定人数 人 

12 第１希望日時 令和 年  月  日（ ） 〇：○○～〇：○○ 

13 第２希望日時 令和 年  月  日（ ） 〇：○○～〇：○○ 

14 
地域学校協働活動アド

バイザーの参加方法 
現地参集 ・ オンライン ・ どちらでもよい 

15 

地域学校協働活動アド

バイザーに指導、助言

してもらいたい内容や

要望等（できるだけ詳

しくご記入ください） 

 

16 

地域学校協働本部の整

備状況又は今後の整備

計画 

 

17 

コミュニティ・スクー

ルの導入状況又は今後

の導入計画 
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地域学校協働活動アドバイザー派遣事業 

コミュニティ・スクール・地域学校協働活動に関する研修会【参加者アンケート】 

 

１ あなたの所属、職種について、当てはまるものに○をつけてください。 

   １ 学校の教職員 ／ ２ 学校の管理職 ／ ３ 教育委員会の事務局職員 ／ ４ 保護者 ／ 

 ５ 地域住民・一般の方々 ／ 6 学生・大学院生 ／ ７ その他（            ） 

 

２ 本日の研修会に参加して、もっとも近いものを１つずつ選んで○をつけてください。 

 

 よく理解できた 
だいたい 

理解できた 
あまり理解 

できなかった 
理解 

できなかった 
①地域学校協働活動、地域学校協働本部について理解で
きましたか。 

4 

 

3 2 1 

 

 よく理解できた 
だいたい 

理解できた 
あまり理解 

できなかった 
理解 

できなかった 

②学校運営協議会制度について、理解できましたか。 
4 

 

3 2 1 

 

 大いにそう思う 
おおむね 

そう思う 
あまり思わない 思わない 

③講演等を聞いて、コミュニティ・スクール、地域学校
協働活動を一層推進しようと思いましたか。 

4 3 2 1 

 

  
 

   

④必要に応じて教育委員会等で設定してください。 
4 

 

3 2 1 

 

  
 

   

⑤必要に応じて教育委員会等で設定してください。 
4 

 

3 2 1 

 
３ 御感想、御提案などがありましたらご記入ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御協力ありがとうございました。 
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別紙２ 
 

県立学校における地域学校協働活動推進員配置事業 
 
１ 事業の目的 
    「夢育」の推進のためには、地域と学校が子どもを取り巻く課題に応じた目標を設
定し、その課題解決に取り組む「連携・協働」型の活動を推進していく必要がある。
県立学校に対し、地域学校協働活動推進員に対する財政支援を行うことで、地域学校
協働本部の整備率向上を図る。 

 
２ 事業の内容 
 【内容】 

県立学校に地域学校協働活動推進員を配置し、地域学校協働本部の整備及び地域学
校協働活動を実施する。 

 
 【配置対象】 
  地域学校協働活動推進員の配置を希望する県立学校（20校程度） 
 
 【配置時間】 
 １校あたり 50時間を上限とする。 

 
 【謝金】 
  配置する地域学校協働活動推進員の時給の上限は 1,480円とする。 
 
３ 実施期間 
 実施期間 令和６年４月 １日（月）～令和７年３月３１日（月） 

 
４ 申込方法 
  岡山県教育庁生涯学習課による希望調査に必要事項を記入し期限までに回答する。 
 
５ 事業終了までの流れ 
（１）【実施前（配置決定前）】 
   岡山県教育庁生涯学習課は、希望調査をもとに審査を行い、配置の可否を当該

県立学校に連絡する。 
 

 （２）【実施前（配置決定後）】 
    配置が決定した当該県立学校は、年間の地域学校協働活動推進員の活動計画を

５月末までに作成し、岡山県教育庁生涯学習課に提出する。 
 
 （３）【実施後（年度末）】 
    当該県立学校は、「地域学校協働活動推進員活動報告書」を令和７年○月○日ま

でに岡山県生涯学習課に提出する。 
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県立学校における地域学校協働活動推進員配置事業 

 

県立学校における地域学校協働活動推進員配置事業 希望調査 

 

令和 年  月  日    

 

岡山県教育庁生涯学習課長 殿 

 

 

岡山県立○○○○学校    

校長 ○○ ○○    

 

  県立学校における地域学校協働活動推進員配置事業を希望します。 

 

記 

 
地域学校協働本部名 

（※本部名がない場合  
は、学校名を記入） 

 

地域学校協働活動推進
員の配置人数 （A）  人 

※原則（A）×（B）×

（C）が５０時間を超

えないこと 

一人当たりの年間活動
予定日数 （B）  日 

一日あたりの平均活動
時間 （C）  時間 

謝金（時給） （D）  円 
※原則（A）×（B）×（C）

×（D）が７４,０００円

を超えないこと 

地域と連携して行うこ

とを計画している活動 

※当てはまる活動に☑ください。 

□登下校に関する対応（登下校の見守り等） 

□放課後・夜間における対応（放課後の見守り・夜間の見回り等） 

□地域ボランティアとの連絡調整 

□児童・生徒の休み時間における対応（休み時間の安全管理など） 

□日々の校内清掃への参加・見守り 

□部活動の補助 

□給食時の対応 

□授業準備・補助 

□学校行事等の準備・運営 

□進路指導の補助 

□放課後・休日等での学習支援 ※以下の４つにも記入ください。 

→年間実施予定日数：    日） 

   特徴的な活動・プログラム（            ） 
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県立学校における地域学校協働活動推進員配置事業 

 

   主な活動場所（          ） 

   参加予定人数（   人） 

□その他（活動を記入：             ） 

地域と連携して行う具体

的な活動予定及び内容 

例）「○月 ○○を実施予定」のように、記述ください。 

 

 

活動に参加する地域住民
等の人数（年間延べ目標
人数） 

人 
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県立学校における地域学校協働活動推進員配置事業 

県立学校における地域学校協働活動推進員配置事業 活動計画 

 

令和 年  月  日    

 
地域学校協働本部名 

（※本部名がない場合  
は、学校名を記入） 

 

地域学校協働活動推進
員の配置人数 （A）  人 

※原則（A）×（B）×

（C）が５０時間を超

えないこと 

一人当たりの年間活動
予定日数 （B）  日 

一日あたりの平均活動
時間 （C）  時間 

謝金（時給） （D）  円 
※原則（A）×（B）×（C）

×（D）が７４,０００円

を超えないこと 

地域と連携して行うこ

とを計画している活動 

※当てはまる活動に☑ください。 

□登下校に関する対応（登下校の見守り等） 

□放課後・夜間における対応（放課後の見守り・夜間の見回り等） 

□地域ボランティアとの連絡調整 

□児童・生徒の休み時間における対応（休み時間の安全管理など） 

□日々の校内清掃への参加・見守り 

□部活動の補助 

□給食時の対応 

□授業準備・補助 

□学校行事等の準備・運営 

□進路指導の補助 

□放課後・休日等での学習支援 ※以下の４つにも記入ください。 

→年間実施予定日数：    日） 

   特徴的な活動・プログラム（            ） 

   主な活動場所（          ） 

   参加予定人数（   人） 

□その他（活動を記入：             ） 

地域と連携して行う具体

的な活動予定及び内容 

例）「○月 ○○を実施予定」のように、記述ください。 

 

 

活動に参加する地域住民
等の人数（年間延べ目標
人数） 

人 
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県立学校における地域学校協働活動推進員配置事業 

 

県立学校における地域学校協働活動推進員配置事業 地域学校協働活動推進員活動報告書 

 

令和 年  月  日    

 
地域学校協働本部名 

（※本部名がない場合  
は、学校名を記入） 

 

地域学校協働活動推進
員の配置人数 （A）  人 

※原則（A）×（B）×

（C）が５０時間を超

えないこと 

一人当たりの年間活動
予定日数 （B）  日 

一日あたりの平均活動
時間 （C）  時間 

謝金（時給） （D）  円 
※原則（A）×（B）×（C）

×（D）が７４,０００円

を超えないこと 

地域と連携して実施し

た活動 

※当てはまる活動に☑ください。 

□登下校に関する対応（登下校の見守り等） 

□放課後・夜間における対応（放課後の見守り・夜間の見回り等） 

□地域ボランティアとの連絡調整 

□児童・生徒の休み時間における対応（休み時間の安全管理など） 

□日々の校内清掃への参加・見守り 

□部活動の補助 

□給食時の対応 

□授業準備・補助 

□学校行事等の準備・運営 

□進路指導の補助 

□放課後・休日等での学習支援 ※以下の４つにも記入ください。 

→年間実施予定日数：    日） 

   特徴的な活動・プログラム（            ） 

   主な活動場所（          ） 

   参加予定人数（   人） 

□その他（活動を記入：             ） 

地域と連携して実施した

具体的な活動及び内容 

例）「○月 ○○を実施」のように、記述ください。 

 

 

活動に参加した地域住民
等の人数（年間延べ人
数） 

人 
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